
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定
　（
2
月
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
６
年
２

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

　

尚
、各
会
ご
担
当
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、令
和
８
年
４
月
以
降
の
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
当
編
集
局
宛
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
第
83
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会　
漢
方
家
庭
医
講
習
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

・
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
参
加
証
対
象
講
座
（
１
単
位
）

日　

時　

２
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
～
11
時
15
分

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催

内　

容　

臨
床
で
用
い
る
生
薬
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
（
新
井
信
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
、（
株
）ツ
ム
ラ

連
絡
先　
（
株
）ツ
ム
ラ
立
川
営
業
所
金
子
☎
０
９
０
・
９
８
３
８
・
５
５
４
０

●
日
本
東
方
医
学
会
第
18
期
中
医
学
研
修
講
座
─
臨
床
の
部

日　

時　

２
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
耳
鼻
科
「
中
医
臨
床
の
実
際
─
よ
く
目
に
す
る
耳
鼻
科
疾

患
」（
松
本
祐
磨
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

E-m
ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
第
708
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

２
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　
『
添
付
文
書
か
ら
読
み
解
く
漢
方
病
理
』柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
、桂
枝
加
竜

骨
牡
蠣
湯（
木
原
敦
司
）、『
尾
台
榕
堂
著・類
聚
方
広
義
』解
説
桂
枝
甘
草

湯
・
半
夏
散
及
湯・桂
枝
人
参
湯・人
参
湯（
大
塚
敬
節
先
生
口
述
）（
吉
本
悟
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村
☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６E-m

ail:info@
tetsum

ura.jp

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
35
期
２
月
講
座

日　

時　

２
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館
「
愛
学
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
山
科
区
）

内　

容　

第
１
講
・
六
経
弁
証（
清
水
涼
）、
第
２
講
・
生
薬
の
薬
能
と
処
方
解
説

（
２
）（
高
橋
宏
和
）、
第
３
講
・
印
象
に
残
っ
た
症
例（
そ
の
５
）（
前
村
努
）

事
務
局　

松
田
久
司
☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
第
52
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
２
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

２
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎
「
四
診
と
経
絡
①
」（
林
誠
一
）、
特
別
講
演

「
漢
方
薬
の
向
上
の
為
、
針
灸
治
療
併
用
の
工
夫
」（
西
村
尚
記
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内（
名
古
屋
市
千
種
区
）

東
海
漢
方
協
議
会
HP
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り



●
漢
方
医
学
教
育
Ｓ
Ｙ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
２
０
２
６

日　

時　

２
月
14
日
（
土
）
午
後
３
時
～
６
時
半

会　

場　

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
千
代
田
区
平
河
町
２
─４
─１
）

　
　
　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
同
時
配
信
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

内　

容　

開
会
の
挨
拶
・
表
彰
式
：
松
村
明（
日
本
漢
方
医
学
教
育
振
興
財
団
理
事
長
）

〔
受
賞
講
演
〕

　

奨
励
賞
「
漢
方
医
学
教
育
へ
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
〈
臨
床
応
用
編
〉
の
導
入
」

（
東
海
大
学
医
学
部
医
学
科
専
門
診
療
学
系
漢
方
医
学
准
教
授
）
中
田　

佳
延

　

功
労
賞
「
漢
方
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
を
含
め
、漢
方
医
学
教
育
を

基
本
的
臨
床
能
力
の
一
環
と
し
て
普
及
さ
せ
た
活
動
に
対
す
る
貢

献
」（
中
津
川
市
地
域
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）
伴　

信
太
郎

〔
漢
方
医
学
教
育
研
究
助
成
《
２
０
２
３
年
度
研
究
助
成
最
終
報
告
会
》〕

〔
教
育
講
演
１
〕「
医
学
教
育
の
現
状
と
課
題
」

（
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
医
学
教
育
課
企
画
官
）
松
本　

晴
樹

〔
教
育
講
演
２
〕「
医
師
臨
床
研
修
制
度
の
最
近
の
動
向
」

（
厚
生
労
働
省
医
政
局
医
事
課
医
師
臨
床
研
修
推
進
室
長
）
野
口　

宏
志

〔
特
別
講
演　

創
立
10
周
年
記
念
企
画
〕

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
医
療
に
お
け
る
漢
方
医
学　

～
卒
前
・
卒
後
の
一
貫
し
た
漢
方
医
学
教
育
を
目
指
し
て
～
」

閉
会
の
挨
拶
：
久
保　

千
春
（
日
本
漢
方
医
学
教
育
振
興
財
団
評
議
員
）

主　

催　

日
本
漢
方
医
学
教
育
振
興
財
団

後　

援　

厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
、
日
本
医
師
会
、
日
本
東
洋
医
学
会
、
日

本
病
院
総
合
診
療
医
学
会
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
、
日

本
漢
方
生
薬
製
剤
協
会
、
神
奈
川
県
立
産
業
技
術
総
合
研
究
所

協　

力　

日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
開
発

事
務
局　

kanri@
jkm

e.or.jp

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
２
月
月
例
研
究
会

日　

時　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

繁
用
処
方
解
説
：
五
積
散
等
、
皇
漢
医
学
：
大
承
気
湯
、
平
成
薬
証

論
：
芍
薬
等
、
食
養
薬
膳
：
未
定
（
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
）
他

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
（
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１
）　

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
第
21
回
前
期
全
10
回
朴
庵
塾
セ
ミ
ナ
ー

日　

時　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

K
FC H

all &
 Room

s

会
議
室
（
東
京
都
墨
田
区
横
網
１
─６
─１
国
際

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
10
階
）・
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　
〔
初
級
〕
新
古
方
薬
嚢
・
生
薬
の
解
説
：
芫
花
～
枳
実
（
飯
田
敏
雄
）、
漢

方
の
基
礎
の
考
え
方
：
経
絡　

鼻
・
咽
喉
と
漢
方
（
加
藤
洋
久
）

〔
中
級
〕
傷
寒
論
読
み
と
解
説
：
太
陽
病
脈
証
并
治（
下
）第
七
①
（
百

島
加
代
）、
金
匱
要
略
読
み
と
解
説
：
五
臓
風
寒
積
聚
病
（
荒
川
充
洋
）

主　

催　

一
般
社
団
法
人
方
術
信
和
会

問
合
せ　

https://bokuanjyuku.com
E-m

ail:ask@
bokuanjyuku.com

●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
35
回
）
２
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

基
礎
理
論
：
店
頭
漢
方
相
談
Ⅰ
（
細
野
美
佐
子
）、
金
匱
要
略
入
門
：

婦
人
妊
娠
病
第
二
十
、
婦
人
産
後
病
第
二
十
一
（
安
倍
眞
知
子
）、
最
前

線
の
漢
方
臨
床
：
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
漢
方
治
療
（
板
倉
英
俊
）、
漢
方
ト

ピ
ッ
ク
ス
：
煎
じ
薬
の
魅
力
（
千
田
五
月
）

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会（
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６

階
）
☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
迄E-m

ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
第
31
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
２
月
講
座



・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
対
象
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

会
場
受
講（
定
員
あ
り
）と
、Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講（
人
数
制
限

な
し
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇｏｏｇ
ｌｅ

フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。（
申
し
込
み
な
し
の
当
日
参
加
不
可
）

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
（
新
宿
区
西
早
稲
田
１
─20
─14
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
魏
・
晋
・
南
北
朝
（
鈴
木
達
彦
）、
生
薬
解
説
：
抑
肝
散

加
陳
皮
半
夏
（
三
室
洋
）、
処
方
解
説
：
陳
皮
・
ノ
ビ
レ
チ
ン
（
三
室
洋
）、

康
治
本
傷
寒
論
解
説
：
傷
寒
論
102
（
中
川
智
代
）、
特
別
講
義
：
瘀
血
証

体
質
の
処
方
の
考
察
（
伊
藤
晴
夫
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
藤
門
会

日　

時　

２
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
～
６
時

会　

場　

全
水
道
会
館
５
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

症
例
・
研
究
報
告
（
向
川
朝
子
）、
漢
方
臨
床
ノ
ー
ト
（
臼
田
和
代
）、
嘉

子
の
部
屋
（
高
木
嘉
子
）、
古
訓
医
伝
（
頼
建
守
）

連
絡
先　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
エ
ス
製
薬（
株
）内
藤
門
会
事
務
局
☎
０
４
５
・
５
９
３
・

２
０
６
１E-m
ail

：shonisitagau@
tom

onkai.com

●
温
知
会
月
例
会
２
月
講
義
（
第
676
回
）

日　

時　

２
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

湯
島
聖
堂:

斯
文
会
館
（
文
京
区
湯
島
１
─４
、
お
茶
の
水
駅
至
近
）

内　

容　

生
薬
解
説
：
清
熱
剤
山
梔
子
・
栝
楼
根（
河
野
真
由
子
）、『
宋
版
傷
寒
論
』

素
読
Ｐ
55‌

L8
～
Ｐ
59‌

L3（
内
山
千
代
）、
処
方
解
説
：
加
味
帰
脾
湯（
室
賀

一
宏
）、
自
由
演
題
：「
イ
チ
ョ
ウ
の
発
見
と
日
本
へ
の
渡
来
」（
真
柳
誠
）

問
合
せ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
第
675
回
近
畿
鍼
灸
漢
方
研
究
会
２
月
例
会

日　

時　

２
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
55
分
～
午
後
４
時
55
分

会　

場　

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
3F1
号
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
８
─２
─６
）

会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

傷
寒
論
、
金
匱
要
略
の
用
語
解
説
（
富
田
知
世
子
）、
素
問
解
説
（
中
雅

哉
）、
柴
田
良
治
先
生
の
治
療
メ
モ
№
42
（
村
上
清
尚
）、
症
候
別
漢
方

療
法　

第
40
回
（
夜
久
泰
造
）、
漢
方
処
方
解
説
№
133
（
山
口
導
則
）

事
務
局　

富
田　

E-m
ail

：kinsinkan@
yahoo.co.jp

●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
８
年
２
月
例
会

日　

時　

２
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
会
場
で
の
開
催
（
会
場
は
事
務
局
に
確
認
）

内　

容　

漢
方
処
方
を
構
成
す
る
薬
味
解
説
（
川
嵜
哲
）、
病
気
と
漢
方
（
安
田
幸

子
）、
中
医
学
解
説
、
傷
寒
雑
病
論
（
甄
立
学
）

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

☎
０
７
０
・
８
３
７
２
・
６
６
３
７ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

E-m
ail

：kyusyukam
po@

gm
ail.com

●
柿
田
塾
２
月
度
定
例
会

「
柿
田
塾
定
例
会
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
柿
田
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

「
論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
目

的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「
症
例
報
告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

原

著

論

文

１
．
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
言
）、
研
究
対
象
及
び
方
法
、
結

果
、
考
察
、
結
論
、
引
用
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
５
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
い
ず
れ
も
英
文
及
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
別
紙
に
、「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、
投

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

の
署
名
捺
印
に
日
付
を
付
し
て
、
編
集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

く
だ
さ
い
。

引

用

文

献

引
用
文
献
は
原
則
20
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
雑
誌
の
場
合
〉

著
者
名
：
題
名
、
雑
誌
名
、
巻（
号
）、
該
当
頁
、
発
行
年

（
例
）
漢
方
太
郎:

周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
茯

苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
54（
２
）、
Ｐ
236
～

239
、
２
０
０
２

投

稿

規

定
（
２
０
２
３
年
２
月
改
訂
）

投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

１
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
及
び
予
告
な
ど
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
）

２
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
及

び
予
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。
原
則
、
使
用
薬
剤
は
初
出
も
し
く
は
本
文
末
に
製
薬

会
社
名（
医
療
用
・
一
般
用
を
含
む
）・
剤
形（
エ
キ
ス
剤
・
煎
剤
等
）

を
付
記
し
て
下
さ
い
。

３
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

４
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
患
者
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」
を
遵
守
し
て
下
さ
い
。

論
稿
の
区
分

「
論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

表
の
も
の
で
す
。

「
総
説
」
と
は
、（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま

と
め
た
も
の
で
す
。




